
１．改訂内容（新旧比較） 

謹啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

平素は格別なるご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

この度、弊社商品イデノラートカプセル５０㎎ につきまして「使用上の注意」を改訂致しましたので、

ご案内申し上げます。

つきましては、今後は下記内容に充分ご留意頂きますよう、よろしくお願い申し上げます。

今後とも、御愛顧、御指導を賜りますよう、何卒、よろしくお願い申し上げます。

敬白
記

「使用上の注意」改訂前「使用上の注意」改訂後

３．相互作用
２）併用注意（併用に注意すること）

３．相互作用
２）併用注意（併用に注意すること）

―　医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読み下さい。　―

「使用上の注意」改訂のお知らせ
平成２１年６月

販売　田辺製薬販売株式会社

製造販売元　長生堂製薬株式会社
徳島市国府町府中92番地

イデノラートカプセル５０㎎
（イトラコナゾール製剤）

経口抗真菌剤

処方せん医薬品

（うらにつづく）
　　　部：追加改訂箇所

機序・危険因子臨床症状・措置方法薬剤名等
（省略）

併用により、相互の血中濃度に影響を及ぼすことがあるので、
併用する場合には、必要に応じて本剤又は下記の薬剤の投与量
を調節するなど用量に注意すること。

（省略）（省略）インジナビル

（省略）（省略）ダルナビル

これらの薬剤の肝薬
物代謝酵素誘導によ
り、本剤の肝代謝が
促進される。また、
本剤のＣＹＰ3Ａ4に
対する阻害作用によ
りこれらの薬剤の代
謝が阻害される。

本剤の血中濃度が低
下することがある。
また、これらの薬剤
の血中濃度が上昇す
る可能性がある。

カルバマゼピン
エトラビリン

（省略）

機序・危険因子臨床症状・措置方法薬剤名等
（省略）

併用により、相互の血中濃度に影響を及ぼすことがあるので、
併用する場合には、必要に応じて本剤又は下記の薬剤の投与量
を調節するなど用量に注意すること。

（省略）（省略）インジナビル

（省略）（省略）ダルナビル

カルバマゼピンの
肝薬物代謝酵素誘
導により、本剤の肝
代謝が促進される。
また、本剤のＣＹ
Ｐ3Ａ4 に対する阻
害作用によりカル
バマゼピンの代謝
が阻害される。

本剤の血中濃度が低
下することがある。
また、カルバマゼピ
ンの血中濃度が上昇
する可能性がある。

カルバマゼピン

（省略）



２．改訂理由 
　　関連会社内で自主改訂致しました。（   　部）

・「３．相互作用」の「２）併用注意」の「カルバマゼピン」に「エトラビリン」を追加致しました。 

尚、上記については、ＤＳＵ№１８０（６月中旬発行予定）に掲載されます。 

詳細につきましては、２００９年６月版の新添付文書をご参照頂きますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 

＜お問い合わせ先＞

文献請求，副作用，学術情報に関するお問い合わせ
長生堂製薬株式会社　安全管理本部　医薬情報部
電話　０１２０ － ９６５ － ２００

上記以外に関するお問い合わせ
　長生堂製薬株式会社　薬事管理課
　電話　０１２０ － ９５８ － ５００

医薬品添付文書改訂情報は「医薬品医療機器情報提供ホームページ」（http://www.info.pmda.go.jp/）に最新添付文書並びに医薬品

安全対策情報（ＤＳＵ）が掲載されます。


